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山形県 山形市社会福祉協議会ボランティアセンター　主任  佐
さ

藤
と う

 美
み

香
か

さん

【「ちがい」を認め合えるようなプログラムづくりに発展！】

　「そだなもでぎねの？（そんなこと
もできないの？）」
　山形市内にある小学 4 年生の騒がし
い教室。級友への思いやりの欠ける言
動を目の当たりにし、山形市社会福祉
協議会ボランティアセンターの佐藤美
香さんは戸惑いを隠せませんでした。
　話は昨年の秋に遡ります。山形市内
の小中学校を中心に福祉学習やボラン
ティア講座を実施している佐藤さんた
ちは、地域の敬老会と小学生が交流す
る「ふれあいの集い」を企画しました。
66 名の小学校 4 年生を対象とする、
3 回にわたる福祉授業の一環です。
　1 回めは「福祉とは？」をテーマに
した講座で、一人ひとりの小さな幸せ
がつながると社会全体の幸せに広がる
ことを理解してもらうもの。2 回めは

高齢者の擬似体験を通じ、お年寄りへ
の理解を深め、自分にできることを考
える機会としました。
　ところが、2 回めまでの授業を通じ
て佐藤さんたちは、教室のあちこちか
らお互いを傷つけるような言葉が聞こ
えてくるのが気になっていました。冒
頭の「そだな…」もそうです。
　そうしたなか、3 回めで実施する予
定だった交流会を、感染症による学級
閉鎖で断念することになりました。「福
祉の授業で学んだように、一人ひとり
幸せの意味もカタチも違う。それを認
め合えるクラスにしたい」という先生
の思いを聞いた佐藤さんたちは、人そ
れぞれの幸せを体感できる授業を企画
することにしました。
　そこで、3 回めの授業として、視覚

障害のある方を教室に招くことにしま
した。早速、児童たちに障害を擬似的
に体験しながら交流してもらうと、以
前と異なり、落ち着きがあり、人の話
を聞けるクラスになっていることに気
づきます。さらには視聴覚障害のある
方がリアクションを感じやすいよう
に、「はい！そうですね！」と大きな
声で応えられるまでに児童たちが成長
していたのです。
　それは、これまでの授業で「それぞ
れの立場を考えながらやろうね」とい
う声かけを佐藤さんたちが続けてきた
からです。
　他者の幸せに思いを巡らせ、自ら実
践している児童たちの姿に、先生から
は「福祉学習をやってよかったです」
と感謝の言葉をいただきました。
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特 集

e スポーツで広がる、世代や障害の有無を
越えた地域のつながりづくり
　「e スポーツ」 は、第 36 回全国健康福祉祭とっとり大会（ねんりんピック）にて初の正式種目になるなど、
介護予防や認知症対策などの健康維持や地域交流を図る新しいツールとして近年注目が集まっています。
　本特集では、地域交流に e スポーツを導入した実践を紹介し、読者が自分の地域で e スポーツのような仕
掛けを取り入れ、「当事者」「支援者」という枠を越えた住民の交流を促進するうえでのヒントを提供します。

e スポーツを通じたひきこもり支援や障害者との出会い
地域のつながりや交流のひとつのツールとして活用している

田中さん

新潟県・新潟市西区社会福祉協議会
　日本海に沈む夕日が非常に美しく、また豊かな海産物や農産物に恵まれた新潟市。本
州の日本海側唯一の政令指定都市で、人口は約 77 万人を擁し８つの行政区を設けてい
ます。新潟地震が契機で西区に引っ越した方が多く、ベッドタウンと農村地域という異
なる顔を持ち合わせています。8 区それぞれに社会福祉協議会（以下、社協）が設立さ
れており、そのなかで西区社協ではそこに住む誰もが孤立しない、排除されない地域づ
くりに力を入れており、一人ひとりのつながりづくりを実現する受け皿として、ボラン
ティアサロンを開設しています。

新潟市社会福祉協議会 コミュニティソーシャルワーカー　田
た

中
なか

 理
り

絵
え

さん

8050 状態の親世代だけでなく 
子ども世代への支援も必要 　　

　新潟市西区社会福祉協議会（以下、
区社協）の田中理絵さんがコミュニ
ティソーシャルワーカーとして個別
支援に携わるなかで見えてきたのは、
8050 世帯の多さでした。親世代を施
設に入所させれば解決する問題ではな
く、子ども世代にも支援が必要なので
はないかと常に感じていたそうです。
そこで田中さんは、8050 世帯でひき
こもり状態にある方に対し、地域包括
支援センターや専門職、NPO、民生
委員と一緒に、多職種連携で支援する

「ひきこもりびとミーティング」とい
う協議体を設立しました。
　着目したのは、当事者の方々が「関
係機関に相談したくない」と思ってい
る実態。窓口では出会ったそのときか

ら形成される「支援する人」と「され
る人」という関係性の打破をめざしま
した。

e スポーツを通じてさまざまな
人と体験や感覚の共有が可能

　まず目をつけたのが「メタバース空
間」の活用です。野外の音楽フェスに
例えるとわかりやすいのですが、同じ
空間を共有しながらも楽しみ方は人そ
れぞれ。最前列で踊りながら音楽を楽
しむ人もいれば、木陰で寛

くつろ

ぎながら楽
しむ人もいるように、知らない人同士
でも、同じ価値を共有している感覚が
あります。田中さんはそれぐらいの「緩
さ」で、他人と感情や空間が共有でき
る場所を提供したいと考えました。対
面じゃなくてもよい、相談しなくても
よい、コンテンツに魅力があればこち

らに踏み込んで来てくれるのではない
かと。しかしながらメタバース空間の
構築はあまりにも敷居が高く、次に提
案されたのがゲームでの対戦をスポー
ツの競技としてとらえた「e スポーツ」
でした。現在では市民権を確立してい
ますが、「テレビゲームでしょ？」と
言われるのではないかとの危惧があり
ました。しかし、昨今の課題のひとつ
でもある「デジタルの活用」とも合致
しており、区社協内部の説得もスムー
ズに進んだといいます。事実、時代の
変化は大きく、e スポーツは現代の子
どもたちにとって欠かすことのできな
いコミュニケーションツールのひとつ
となっています。「ゲームなんて」と
とらえるのでなく、福祉分野において
もどう活用するべきかを考える段階に
なっているのです。

助成金情報
（一社）東京キワニスクラブ　第39回「東京キワニスクラブ青少年教育賞」学生ボランティア活動団体を募集（2024年5月24日締切）
社会奉仕活動、青少年の健全な育成もしくは国際的な活動に努める学生主体のボランティア団体に、一層の活動の発展を支援するため 1985 年
に設立された賞。授賞団体には、表彰状または表彰楯と併せ副賞 ( 金一封 ) を贈呈。（詳細は「東京キワニスクラブ　青少年教育賞」で検索）
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地域の TV 局や専門学校と協力し 
ひきこもり支援目的で大会を開催

　新潟市内の e スポーツ科のある専門
学校や e スポーツ部を創部した TV 局
から助言や協力を仰ぎ、令和４年 10
月、ひきこもり支援に向けた e スポー
ツのプレ大会を開催しました。この大
会の参加者をひきこもり当事者に限定
し、支援者を合わせて約 30 名が参加。
会場は専門学校が所有する本格的な e
スポーツスタジアムを借りました。
　参加者のなかに普段からそのゲー
ムをプレイしている当事者がおり、4
マッチ中 3 マッチを制すという結果
に。最後は彼を倒すため皆が一体にな
るほどの盛り上がりを見せました。
　「彼が見せたガッツポーズは今でも鮮
明に覚えていて、空間や感情を共有す
る大切さを感じるとともに、これはイ
ケる！と確信しました」と田中さん。
　続く令和５年２月には、TV 局の e
スポーツ大会に相乗りする形で第 1 回
大会を開催。参加人数や顔ぶれはプレ
大会とほぼ同じものの、当事者が支援
者に操作方法を教える姿や、初対面の
人とハイタッチをするなど、普段では
見られないコミュニケーションが垣間
見えたそうです。当事者の方に「e ス
ポーツはおもしろいから（イベント
に）行ってもいいな」と思ってもらえ
たことが成功のカギだったと振り返り
ます。

e スポーツをきっかけに
共生を考える機会になってほしい

　令和５年度は、ひきこもり支援から
打って変わり福祉教育の視点で e ス
ポーツの活用を模索することに。しか
し、田中さんのなかでは「福祉との出
会い方」というテーマは共通。これま
で当事者を知るための疑似体験を行っ
てきましたが、日本福祉大学の原田正
樹先生がおっしゃるように「安易な疑
似体験は、大変さや不便さを伝えるだ
けの体験になり、貧困的な福祉感の再
生産となる」そのものだったと田中さ

ん。知ることばかりを優先し、出会い
方を見落としていたといいます。大切
なのは「個を尊重した出会い方」。福
祉となじみがない子どもたちや地域の
方々に知ってもらうことを目的に、「ア
ソビでふくしに出会う夏」と題した e
スポーツイベントを令和５年８月に開
催しました。
　当イベントでは手や足が不自由な人
も操作できるフレックスコントロー
ラーを使うことで、障害のある人もそ
うでない人も楽しみを共有する相手と
して出会う、共生の場の一歩と考えま
した。注意したのは、福祉色を出さ
ないこと。買い物に来た人にふらっと
入ってもらえることを最優先し、大型
商業施設を会場としました。さらに広
報については地元の小学校に協力して
もらい、イベントのチラシを事前に配
布。デザインは社協の優しさを前面に
押し出した印象を排除し、近未来感を
強調しつつも裏面には福祉が学べるイ
ベントだと PR しています。このよう
な努力が実を結び、270 名が集う結
果となりました。前年度のイベント参
加者が運営スタッフに加わるなど、こ
れまでにない新しい関わり方も実現し
たといいます。
　さらに田中さんが驚かされたのが
ゲームにおける技術革新でした。
　「今回採用した格闘ゲームにはサウ
ンドアクセシビリティという、音情報
だけで相手との間合いや体力、攻撃な
どを察知して対戦する機能が備わって
いました。全盲ゲーマーとして活動す
る NAOYA さんをゲストに招いたので
すが、彼はこれらの機能を使いこなし、
見事に対戦していました。これまでの

『不自由さ』からのアプローチだと『目
が見えないのにすごい』という印象に

なるところが、一緒にプレイすること
で『カッコいいな、すごく努力してい
るんだな』と子どもたちは憧れの目線
でとらえ、障害の有無に関係なく、一
個人として認識する様子を見ることが
できました」。

正しさよりも楽しさを重視 
そこから生まれた関係性が重要

　価値観は人それぞれ違うものをもっ
ている、と田中さん。全部を認めるの
でなくても「そういうやり方もあるん
だね」という寛容さが大切だと訴えま
す。福祉の真ん中にいるとそれ以外が
見えなくなり、福祉以外のトレンドに
疎くなってしまいます。福祉に興味を
もっていない人のトレンドが何か知る
ことは重要で、田中さんが e スポーツ
を選んだ理由のひとつは、自分自身も
ゲームを楽しむ側だから。同じ楽しみ
をもつ人もいるのでは、との思いでし
た。支援というと上から目線な印象を
感じますが、当事者がやりたい、受け
たいと思うことを提案するのがちょう
どよいと田中さんは言います。「正し
さ」よりも「楽しさ」でつくれる関係
性があってもよいのではないでしょう
か。区社協では、今年もそういった視
点で、新しい形の参加型イベントを企
画したいと考えています。

イベント用に作成したフライヤー

助成金情報
（公財）大同生命厚生事業団　2024年度「シニアボランティア活動助成」（2024年5月25日締切）
社会福祉の推進に役立つボランティア活動を行っているか、または行おうとするシニア（年齢満 60 歳以上）が 80％以上のグループを対象に
した助成。（詳細は「大同生命厚生事業団　助成」で検索）

「アソビでふくしに出会う夏」で真剣な子どもたち
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支援される側もする側も
助け合いに心弾ませる新たな仕組みづくり
世代を超えて e スポーツをきっかけに地域福祉活動を創出する

茨城県・小美玉市社会福祉協議会
　小美玉市は茨城県の中南部、国内で 2 番目に大きな湖である霞ヶ浦の北端に位置して
います。市東部には茨城空港があり、北関東の空の玄関口として、札幌、神戸、福岡、
沖縄などを結ぶ拠点になっています。もともと農業が盛んなエリアであり、鶏卵の産出額
は国内トップクラス、生乳の生産量は県内 1 位です。また、霞ヶ浦の湖岸からは年に数度、
筑波山に太陽が沈む「ダイヤモンド筑波」が見られます。小美玉市の人口は約 4 万 8 千人。
そのうち 65 歳以上が約 30％、75 歳以上が約 15％であり、小美玉市社会福祉協議会（以
下、市社協）は本所、小川支所、美野里支所の 3 拠点で地域の福祉を支えています。

小美玉市社会福祉協議会 地域福祉グループ・係長　加
か

藤
とう

 将
まさ

隆
たか

さん
地域福祉グループ・グループ長　飯

いい

田
だ

 絵
え

里
り

香
か

さん

福祉のまちづくり推進部　主任　酒
さか

葉
ば

 真
ま

知
ち

子
こ

さん　

認知症の予防と改善に
e スポーツの効果が見直される

　e スポーツと地域福祉を結びつける
発想はどこからきたのでしょうか。茨
城県社会福祉協議会（以下、県社協）・
福祉のまちづくり推進部の主任である
酒葉真知子さんによると、「そもそも
e スポーツと高齢者の親和性は決して
低くありません。スウェーデンの話
になりますが、e スポーツのプロ組織
において、シルバー世代を中心とした
チームが活躍していたりします」との
こと。
　そのうえで、e スポーツの導入を積
極的に後押しする動機づけになったの
は、高齢者の認知機能低下予防に役立
つ可能性があるとの研究結果を知った
ことにあります。公立諏訪東京理科大
学・篠原菊紀教授の研究によれば、ゲー
ムプレイ中の前頭前野の脳血流量を観
察すると、e スポーツのような 2 人対
戦では脳の働きがより活性化する傾向
がみられたといいます。
　指先と脳を同時に使うゲームは頭の
体操になるとともに、そこへ「対戦」
という他者との交流が加わる e スポー
ツでは、認知症発生リスクを抑えられ
る可能性も見えてきました。
　このことは、「社会的つながりがあ

る高齢者は、社会的つながりが少な
い高齢者よりも認知症発生リスクが 4
割以上減少する」という国立長寿医療
研究センターの調査とも符号します。
　このような裏付けもあり、e スポー
ツ導入の意義が高まっていったので
す。

茨城県社協と小美玉市社協
の前向きな関係により実現

　e スポーツと福祉という前例に乏し
い取り組みを社会福祉の現場に導入す
るのは簡単ではなかったはず。突破口
になった要因のひとつは、県社協と小
美玉市社会福祉協議会（以下、市社協）
の二人三脚でした。
　酒葉さんの提案に対して、真っ先に
手を挙げたのが、市社協・地域福祉グ
ループの加藤将隆さんと飯田絵里香さ
んです。
　市社協が新しいチャレンジに対して
抵抗なく受け入れられたのは、「これ
までも、まずはやってみようと、県社
協ともども、さまざまな施策に取り組
んできた実績があったからこそ」と言
います。
　また、酒葉さんからすると「市社協
はリアクションが返ってくるところ」
というイメージがあるのだとか。提案

した施策に対して現場の実態や反響が
把握できることから、心強い存在とし
て挙げられています。このような信頼
関係があって、e スポーツの体験会が
実現しました。

イベントのマンネリ打破
e スポーツ体験会を実施

　「高齢者に関する地域福祉の課題に、
レクリエーションのマンネリ化、サロ
ンなどの通いの場への参加率低迷、認
知症予防の対策などがあります」と飯
田さんは指摘します。このことは市社
協が管轄するエリアも例外ではなく、
これらの打開策になることを期待し
て、老人クラブで e スポーツの体験
会を実施しました。

助成金情報
（公財）大同生命厚生事業団　2024年度「ビジネスパーソンボランティア活動助成」（2024年5月25日締切）
社会福祉の推進に役立つボランティア活動を行っているか、または行おうとするビジネスパーソン ( 会社員、団体職員、公務員、経営者・個
人事業主 ) が 80％以上のグループを対象にした助成。（詳細は「大同生命厚生事業団　助成」で検索）

茨城県社会福祉協議会

パズルゲームをプレイする様子。コントローラー
の操作に一苦労

左から、加藤さん、
飯田さん、酒葉さん
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　体験会は県社協に加え、茨城県産
業戦略部の協力も得られました。e ス
ポーツに必要となる機材の用意、ス
タッフの動員、機材のセッティングな
ど、バックアップが整っており、運営
はスムーズだったといいます。
　体験会に導入したゲームソフトは 3
種類ありました。リズムゲーム、ドラ
イビングシミュレーター、パズルゲー
ムです。
　参加は老人クラブ会員をはじめ 27
名を数え、「最初はテレビゲームなん
てできないといった意見もあったので
すが、実際にプレイすると思いのほか
盛り上がりました」と飯田さん。
　盛り上がった大きな要因は、周りか
らの声援にあったといいます。テレビ
ゲームは画面に向かい、個人で遊ぶイ
メージがありますが、e スポーツでは
声援を受けながらプレイするので、自
然と熱を帯びます。リズムゲームでは、
プレイヤーに合わせてみんなで拍子を
とる場面もありました。
　また、ドライビングシミュレーター
では、「普段は乗ることのできないよ
うな高性能スポーツカーに乗れた」
など、新鮮な体験に喜ぶ意見も聞か
れました。また、運転免許を返納し
たことで、好きだったドライブから
遠のいていた高齢者からも好評でし
た。
　後日談として、「同じゲーム機とソ
フトを買って孫と一緒に遊びたいと
いったお問い合わせを受けました。こ
のような世代間交流を促すことになっ
たのも、成果のひとつと感じています」
と加藤さん。

照れやためらいは二の次
ボランティアの積極性が輝く

　体験会の好評をもとに、市社協はそ
の後、シニア世代や障害のある方を対
象として、e スポーツ体験会を重ねて
いきます。
　そこであらためてクローズアップさ
れたのが、ボランティアの存在です。
ゲーム端末やコントローラーなどの周
辺機器、そしてゲームソフトなどは県
社協から借りることで手軽に開催でき
る一方で、モニターとゲーム端末の配
線、ゲーム開始までの取り扱いには知
識と経験のあるスタッフの存在が欠か
せませんでした。
　そこで活躍したのが、地元の高校生
ボランティアです。高校生がインスト
ラクターとしてイベントに参加するこ
とで、シニア世代との異世代交流も生
まれました。また、ひきこもりの傾向
がみられる生徒も、得意のゲームとい
うことで前向きに参加してくれる事例
もありました。普段は支援を受ける側
の人も、支援をする立場、応援する立
場になる機会ともなっています。
　ボランティアというと若い世代は照
れや恥じらいを感じることもあります
が、e スポーツの分野においてはむし
ろ積極性が際立っているのも特徴のひ
とつと言えます。

端末のユニバーサルデザイン化
福祉の現場ならではの課題と展望

　e スポーツ体験会を通して、課題も

浮き彫りになってきました。参加者か
ら操作方法がわかりにくいといった声
が挙がってきたのです。一般的に市販
のゲーム端末は、高齢者が利用するこ
とを想定しているとは言い難く、記号
が分かりにくかったり、小さくて見え
ないといったことがありました。
　そこで、「高齢者にもゲームのプレイ
方法がわかりやすいよう、コントロー
ラーに印を取り付けたりしています」と
飯田さん。取り付ける印は大きさや形、
色にもこだわっています。福祉の分野
で e スポーツが広がることで、ゲーム
端末やコントローラーのユニバーサル
デザイン化が進むことも期待されます。
　また、ゲームに収録されている楽曲
に高齢者世代に喜ばれるものがまだ限
定的であることも改善が要望されま
す。著作権の関係もあり、要望があれ
ば直ちに高齢者向けの楽曲が増えると
いったことは望めなくても、福祉の現
場で e スポーツが広がっていること
が認知されていくことで、徐々に充実
していくことが考えられます。

e スポーツへの参加で
心と体の健康寿命が伸びる

　このような取り組みを通じて、e ス
ポーツの体験会に参加した高齢者や、
その有効性を感じた施設から、e ス
ポーツを実施したいという問い合わせ
が、県社協や市社協のもとへ届いてい
るそうです。
　地域福祉における e スポーツの発
展はレクリエーションのひとつであり
ながら、人と人をつなぐ機会となり、
心も体も元気になる健康寿命の伸長に
つながることがわかってきました。
　さらには、e スポーツを支えるボラ
ンティアの存在が改めてクローズアッ
プアップされるなど、さまざまな波及
効果も期待できそうです。
　県社協は今年度「e スポーツを活用
した多世代交流会＜ねんりんピックは
ばたけ鳥取 2024 予選会＞」を県とと
もに主催することとしており、小美玉市
からも e スポーツを体験した高齢者３
名が予選会に向けて準備をしています。

助成金情報
（公財）車両競技公益資金記念財団　「令和 6 年度 障害者支援施設の整備に対する助成事業」（2024年7月1日締切）
社会福祉等の増進を目的として整備された施設のうち、社会福祉法人が所有・運営する障害者支援施設で、老朽化により利用上の支障をきたし、
その原状回復が必要と認められる施設等の補修改善工事等に係る費用の一部を助成。（詳細は「車両競技公益資金記念財団」で検索）

リズムゲームでは、となりのトトロのテーマソング「さんぽ」で対戦。プレイヤー以外の方はスティック
バルーンで参加。飯田さんいわく、観戦者はプレイしているつもりでスティックバルーンを振ることで会
場に一体感が生まれたとのこと
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イベント情報
「ボランティア全国フォーラム 2024」～ボランティアの仲間たちと仙台で会いましょう！～（2024年9月7日～ 8日）
これまでのボランティア活動を振り返るとともに、日本の災害ボランティア活動の転機となった東日本大震災の支援活動を通じて、明日のボ
ランティアを考える機会とします。東北福祉大学国見キャンパスで開催。（詳細は「広がれボランティアの輪　連絡会議」で検索）

若者によるボランティア・市民活動は、若者の視点や感性、
若者だからこそできることを活かしながら広がりを見せてい
ます。こうした若者の活動や思いを紹介することで、若者た
ちにとって「ボランティア」とは何か、さらに社協VCが若
者とつながる地域づくりを考えるきっかけを提供します。

次世代によるボランティアのいま

 わたしにとってのボランティア

第13回
福岡県
筑紫女学園大学
LYKKE（リッケ）

部活動として、子ども食堂、学習支援、講演
会等、子どもたちが「体験」できる場を提供。
子どもたちが目標や夢を描くことのきっかけづ
くり、安心して過ごせる「居場所づくり」をめ
ざして活動している。在籍部員数74 名。

LYKKE（リッケ）の活動に	
参加したきっかけは？ 
　筑紫女学園大学は学生のボランティ
ア活動を熱心にサポートしてくれる
のですが、入学当初は「ボランティ
アか、ちょっとハードルが高いな」と
思っていたんです。転機となったのは、

「LYKKE（リッケ）」との出会いでした。
　顧問を務めている大西良先生の授業
に LYKKE の先輩たちが来てくれたので
すが、その姿がとても素敵だったんです
ね。「楽しいから私たちはやっています！　 
LYKKE で友だちもできますよ」 といった
話をしてくださり、私のなかのボランティ
アに対する敷居が一気に下がりました。
　LYKKE では昨年度、「みんなの居場
所！ 『子ども食堂』」を計 3 回にわたっ
て開催しました。これは学生の課外活
動を大学がサポートしてくれる「学生
チャレンジプロジェクト」採択を受け
て実施したものです。対象はあえて限
定せず、赤ちゃんからシニアまで誰で
も来られる設

しつら

えに。また食事を提供す
るだけでなく、レクリエーションをセッ
トで行ったのも特徴です。誰もが楽し
める居場所とすることで、本当に支援
を必要としている人たちが訪ねて来や
すい雰囲気を作ることが目的でした。

子ども食堂＝貧困救済というイメージ
を払拭したかったんです。

子ども食堂の運営を通じて	
印象に残ったことは？ 
　子ども食堂を運営して印象的だった
のは、子どもたちだけでなく、子育て
中のママ、シニアなど、さまざまな世
代の人が交流する場になっていたこと
です。地域の交流が少なくなっている
現代、あらゆる層が居場所を必要とし
ているんだな、と感じました。
　また私は普段、発達障害の子ども
たちを預かる放課後等デイサービスで
アルバイトしているのですが、そこに
通う子どもたちも遊びに来てくれまし
た。3 回目を開催する頃には参加者が
互いに打ち解け、障害のある子どもと
近隣の学校に通う子ども、手や足に障
害のある大人と子どもなど、年齢や属
性の異なる人同士がいつの間にか仲良
くなっていく様子が特に印象的でした。
私たちは場所を提供しただけなのに、
ごく自然に障害者理解が進むなんてす
ごい！と人間の底力を見た想いです。

ボランティア活動は	
あなたにとってどんな存在？ 
　私にとってボランティア活動は、自

分自身の研鑽
さん

のため…というより、大
好きな人たちに会いに行く感覚に近い
ものです。新しい活動先に行くときに
はいつもワクワク。どんな人たちに出
会えるのだろう、どんな話ができるの
だろう、と毎回楽しみにしています。
　今後は国家資格の勉強があるため、
今までのようには活動できなくなって
しまいますが、地域の人たちには「勉
強ばかりではきついので、たまには遊
びに行きます！」と伝えています。卒業
まであと 1 年ですが、無理のない範囲
でボランティア活動を継続したいです。

誰でも来られる「子ども食堂」をめざして
ボランティアが新たな出会いのきっかけに

筑紫女学園大学　LYKKE（リッケ）
筑紫女学園大学 人間科学部 
人間科学科 心理・社会福祉専攻　
4 年生

江
え

藤
とう

 華
か

南
な

さん

団体紹介

ここ、いいね！
こども食堂に食の提供のみならず、「楽しめ
る居場所」という価値を付加された点が素晴
らしいと思います。また、ボランティア活動
を大好きな人たちに会いに行く感覚、と形容
されておられるように、心から活動を楽しま
れている様子が伝わります。そんな江藤さん
の姿勢が、さまざまな人を巻き込みながら、
好循環を生み出しているのだと感じました。

社会福祉法人　立川市社会福祉協議会
ボランティア・市民活動センターたちかわ

小
こ

林
ばやし

 伸
のぶ

匡
まさ

さん

みんなの居場所！ 『子ども食堂』の様子
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書籍紹介
『月刊福祉』2024年5月号（全社協出版部） 価格1,170 円（税込）
特集は「真に子どもの声を聴く、その先にある社会」。「こどもまんなか」社会の実現は、子どもの権利を中核とした社会をつくることにつながる。
そのために、必要な大人の姿勢や視点を確認する。（詳細は「福祉の本出版目録」で検索）

　これからこのコーナーを担当する福
祉ジャーナリストの町永俊雄です。と
はいっても実は、私は福祉の専門家と
いうわけではありません。たまたま長
くメディアの世界にいたものですか
ら、福祉というものを生活者の側を含
めた社会総体から見てきました。それ
がこの連載のテーマである「聴くこと、
伝えること」につながっているのです。
　なぜ「聴くこと、伝えること」なのか、
その前に少し私の考える福祉というも
のを語りたいと思います。というのは、

「聴くこと、伝えること」というのは、
福祉の源泉であると同時に、既成の福
祉観の問い直しにもなると考えている
からです。

　いうまでもなく、私たちのこの日本
社会は世界に抜きん出た少子超高齢社
会です。しかし、その社会を私たちは
いつも、不安と怯えの中に描きます。
高齢化率の上昇を、メディアはいつも
問題として報道します。いってみれば、
私たちは長生きに怯える社会に暮らし
ているのです。
　かつて、長寿は私たちの幸福の図柄
でした。めでたい鶴亀になぞらえて、
ともに白髪になるまで連れ添うという
長寿の幸福は、いつの間にか打ち捨て
られてしまいました。
　私たちは、この少子超高齢社会に立
ちすくむしかないのでしょうか。

　なぜこうなってしまったのか。それ

は、本来私たちのもっていた「福祉力」
を私たち自身が手放してしまったから
かもしれません。
　これまで生活者は常に福祉のエンド
ユーザーと位置付けられ、サービスを
受ける側としての側面しか語られてき
ませんでした。だから福祉とは、制度、
政策、施策の姿をまとって、誰かがやっ
てくれることとされてきたのです。し
かし、その福祉観は今や成り立ちませ
ん。やってくれる誰かがいないのが、
少子超高齢社会なのです。

　どうすればいいのか。生活者の側を、
福祉の発信者として今一度置き直して
みてはどうでしょうか。生活者という
のはあいまいでありながら、その多様
な存在自体が発信力を潜在させていま
す。生活者は日常絶えず福祉力を発揮、
発信しているのです。
　晴れ上がった朝空、ひと鉢の草花、
子どものはじける笑い声。とりとめ
のないこと、はたから見れば些細な
こと、あたりまえの日常、そこに満
ちているのは、かけがえのない福祉
の力です。

　確かに私たちの暮らしはささやか
で、毎日の繰り返しはさして変わりば
えしないのかもしれません。しかし見
渡せばそのなかで、子も、親も、老い
る人も病の人もそれぞれが尊いいのち
を輝かせようと、ごまかしのきかない
日常を笑い合い、語り合い、涙ぐみ肩

叩き合って懸命に生きてきました。不
安に満ちた厚い雲を切り開いて降り注
ぐ春の陽ざしのような福祉は、ここに
あります。

　そうした福祉力はどこから生まれる
のか。私はそれが、「聴くこと、伝え
ること」だと思っています。実は私た
ちの暮らしは「聴くこと、伝えること」
で成り立っています。それは単に実用
の表層のコミュニケーションにとどま
りません。
　「聴くこと、伝えること」が機能す
るのは、他者がいることが前提です。
　福祉を語るとき、よく「人は一人で
は生きてはいけない」とか「ともに生
きる」と言ったり、最近では「共生社
会」が時代の標語のように使われてい
ます。でも、それは誰かから与えられ
た言葉になっていませんか。

　「ともに生きる」とは、そこに目ま
ぐるしく行き来する「聴くこと、伝
えること」があって初めて成り立ち
ます。
　「聴くこと、伝えること」が福祉の
力の源泉だというのは、それは誰もが
備えている力であるからです。その福
祉力としての「聴くこと、伝えること」
を改めて考えてみます。それは自分自
身を発見するプロセスなのかもしれま
せん。
　皆さんと一緒に「聴くこと、伝える
こと」を考えてみます。

　この社会をいつも「福祉とは」とか「ボランティアとは」といっ
た大枠から考えるだけでなく、自分に引きつけて考えてみてはどう
でしょう。でも、どうすればいいのか戸惑いますね。そこで、誰も
が備えている「聴くこと、伝えること」から考えてみます。
　「聴くこと、伝えること」を改めてとらえ直す、それはこの社会へ
の新鮮な視点になり、なにより自分の発見にもつながるはずです。
　「聴くこと、伝えること」こそが、あなた自身の確かな福祉力を
生み出す、そう思っています。

を考える第1回
はじめにはじめに

福祉ジャーナリスト

町
まち

永
なが

 俊
とし

雄
お

さん

1947年東京都生まれ。1971年ＮＨＫ入局。「おはようジャーナル」キャスターとして教育、健康、福祉といっ
た生活に関わる情報番組を担当。2004 年からは「福祉ネットワーク」キャスターとして、うつ、認知症、
自殺対策などの現代の福祉をテーマに、共生社会のあり方をめぐり各地でシンポジウムを開催。2011年
からフリーの福祉ジャーナリストとして活動を続けている。全国社会福祉協議会全国ボランティア・市民
活動振興センター運営委員、広報委員も務める。

くこと、
えること
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災害時は、被災者をより適切・効果的に支援するために、被
災地内外のボランティア・NPO、行政等との連携、協働が必
要不可欠です。
本連載では、実際にVCを運営した社協の取り組みから、災
害時の連携や平時の取り組みについて学びます。

ボランティア情報　第三種郵便物承認　令和6年4月1日発行

第13回 岩手県　岩手県社会福祉協議会

災害の多い時代だからこそ 
連携を強化し強い体制を作る

事務局参事　地域福祉企画部長兼ボランティア・
市民活動センター所長

斉
さ い

藤
と う

 穣
ゆたか

さん
地域福祉企画部主事
兼ボランティア・
市民活動センター担当

菊
き く

地
ち

 昌
ま さ

也
や

さん

災害時だけ協力関係を結ぶのではなく
平時から顔が見える関係性を構築する

　2011 年の東日本大震災後も、岩手県では 2016 年、
2019 年、2021 年と台風や大雨による災害が断続的に
起きています。2016 年の 8 月 30 日に発災した台風
10 号災害は、岩泉町を中心に久慈市から宮古市まで
広範囲に及んだことから、この時に関係機関間で連絡
会議を５回開催し、NPO を含む関係機関との連携、協
働の取り組みを進めました。こうした実践から、2016
年 9 月、岩手県内にある災害支援系の NPO 団体が「い
わて NPO 災害支援ネットワーク」を発足させました。
　岩手県では東日本大震災やその後の災害支援を教訓
に、災害時のガイドラインとして岩手県防災ボラン
ティア活動推進指針が策定されており、そのなかで、
行政・社協・中間支援組織の三者連携をより強化する
必要があることが示されています。この指針を受け岩
手県では県内 NPO 中間支援組織が呼びかけ人となり、

「災害時だけ連絡を取り合うのではなく、平時から顔
が見えるなかで初動から連携・協働できる関係性を構
築する」ことを目的に関係者が集う「岩手わんこミー
ティング」を毎月開催しています。

市町村社協相互支援協定締結と、災害対応初動チー
ムで被災社協をひとりぼっちにしない取り組みを実施

　現在では、災害発生時に社協が災害ボランティアセ
ンター（以下、災害 VC）を開設し被災者支援を行う
ことは広く県民に浸透してきていますが、東日本大震
災から 13 年が経過し、当時を知る職員が少なくなっ
てきている状況があります。
　岩手県社会福祉協議会（以下、県社協）では、市町
村社協が災害発生時に速やかに災害 VC を開設できる
ように、市町村社協相互支援協定の締結や市町村社協

職員による災害対応初動チームの編成などの取り組み
を進めてきました。
　災害発生時の「災害対応初動チーム」では、年に１
回チーム員の力量強化を目的に、災害 VC の開設運営
にかかるさまざまな場面を想定したロールプレイング
などを内容とする研修を実施しています。当初は 30
人ほどのチームを想定していましたが、市町村社協職
員の意識が高く、現在 58 名が参加することとなって
いて、それぞれの経験もさまざまであることから、今
後の研修に取り組むなかで、チーム員のより一層の力
量強化や活動内容の標準化を進めたいと考えています。

迅速に行動する県社協と初動チーム 
さらに他業種連携の強化も今後の目標とする

　災害発生時には、初動チームだけでなく県社協も速
やかに現地に赴き支援を開始できるよう努めていま
す。被災市町村社協が災害 VC の開設、運営について
悩まず、いつでも寄り添いともに取り組む存在をめざ
しています。県社協ではほかにも、物的支援や、北海道・
東北、全国への人的な支援要請、SNS での情報発信
などに取り組んでいます。また今後は民間企業や士業、
さらには青年会議所の方々とも連携の強化を図りたい
と考えています。
　先日能登半島地震の応援に赴いた職員は、そこで支
援・受援の難しさを感じ、職員間での災害対応を伝承
していく必要性とともに、経験がなくとも共通認識が
あれば動くことは可能であること、誰でも対応できる
ことの重要性を痛感し、「そ
こで見て感じた『岩手の強
みと弱み』を、今後の『よ
り強いネットワークの構築』
に活かすことが今年度以降
の課題」と語っています。

「ボランティア・市民活動推進情報ページ」をご活用ください

ボランティア・市民活動を推進する皆さんのための情報サイト

全社協 全国ボランティア・市民活動振興センターでは、ボラン
ティア・市民活動を推進する皆さんに、インターネットでボラン
ティア・市民活動に関する統計情報や各地の実践に関わるリンク

●「ボランティア・市民活動推進情報ページ」
https://www.zcwvc.net/volunteer/reference/
ボランティア・市民活動推進情報ページ で検索

先を案内する「ボランティア・市民活動推進情報ページ」を設け
ています。事業や企画の情報源として、ぜひご活用ください。

左から、菊地さん、斉藤
さん、加藤さん

地域福祉企画部
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災害対応初動チーム研修会
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